
持続可能性を維持しつつ 
GC および GC/MS の効率と 
生産性の目標を達成

より持続可能なラボのためのリソース
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持続可能という考え方により、製品、プロセス、サプライチェーンに対する研究者、科学者、メーカーのア
プローチが変化しています。  

GC および GC/MS システムは多大なリソースを要するため、とりわけこれらの機器を有するラボには、持
続可能性に関する独自の課題があります。ルーチン分析や専門研究においては、どちらも大量のキャリア
ガスとエネルギーが消費されると同時に、溶媒やロータリーポンプオイルなど、潜在的に有毒な廃棄物が
発生します。 

キャリアガスとエネルギーの消費量、および廃棄物の削減は、特に規制ガイドラインがこれまで以上に厳
しくなる中、重要になっています。しかし、ラボにとって、継続的にワークフローを最適化しコストを抑制し
つつ、環境への影響を低減することは容易ではありません。

アジレントは、効率、生産性、持続可能性は相互に関連していると考えています。

持続可能性に対する取り組みは、アジレントがどのようにビジネスを実施して、お客様の課題に対応して
いくのかという点において不可欠な部分です。生産性を向上し、精度と競争力を維持しつつ、ラボの持続
可能性の目標を達成できるようお手伝いいたします。

持続可能性とビジネスの成功を両立

持続可能性の目標を設定しているラボの割合85 % 
出典：世界中のラボマネージャを対象とした 2018 年のアジレント調査
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環境保護を見据えた GC および GC/MS の製造 .................. 5 

My Green Lab との協力で持続可能性の文化を構築 ............ 6

ACT 基準を満たすアジレントのインテリジェント  
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リソース使用、廃棄物、化学物質を削減する 
インテリジェント GC の機能 ...........................................10

複雑な問題を持続可能な方法で 
対応するのに役立つ電子書籍

アジレントは善良な企業市民として、目標の追求にあたっ
て責任を持って行動することに尽力しています。つまり、持
続可能性に配慮して事業を実施しており、他の人たちも同
じように活動していくことを支援しています。

下記のトピックを選択すると、インフォグラフィック、持続可
能性レポート、ビデオなどをすぐにご覧いただけます。 

イノベーションを通じた持続可能性： 
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お客様が抱えている課題こそ、アジレントのあらゆる革新的技術の推進力となっています。
その中の 1 つが持続可能性です。アジレントは、サプライヤから、使用する材料、製品や
梱包の開発に至るまで、すべてにおいて持続可能性に配慮しています。アジレントは次の
ような取り組みを実施しています。

–  二酸化炭素排出量を削減しつつ、資源保護を通じて業務による環境への影響を最小化
する。 

–  排出ガスや廃棄物、およびエネルギー、ガス、水の消費量を削減できる可能性がある製
品やソリューションを開発する。

–  これらの製品やソリューションを市場に投入し、人々がより持続可能な方法で事業を行
い、パフォーマンスを損なわずに現実の課題に対処できるようにする。  

イノベーションを通じた持続可能性： 
アジレントのアプローチ

インフォグラフィック：
イノベーションを通じた持続可能性

企業、顧客、そして環境のために持続
可能性を促進する、アジレントの革新
的技術の概要を一目で確認できます。

レポート：
約束を果たす： 
2022 CSR レポート 
（企業の社会的責任報告書）

アジレントは、環境、社会、ガバナンス
（ESG）の目標に向けて大きく前進し
続けています。

ビデオ：
HydroInert イオン源により 
ヘリウムガス供給不足に対応

GC/MS を使用するラボが、新しい 
HydroInert イオン源により、どのよう
にキャリアガスとしての水素のメリット
を活用し、再生不可能なヘリウムへの
依存を減らすことができるかをご覧く
ださい。

持続可能性に関する 
イノベーションの 
リソースはこちら

https://image.explore.agilent.com/Web/Agilent/%7b694b8d15-2205-41c3-9e08-d78edacacdb4%7d_2020_Sustainability_Infographic_Interactive_.pdf?elqTrackId=bf4a4d43fcfa4d72aa04b3cf6399f1c2&elqaid=6145&elqat=2
https://www.agilent.com/about/esg/en/2022-agilent-esg-report.pdf
https://www.agilent.com/about/esg/en/2022-agilent-esg-report.pdf
https://www.agilent.com/about/esg/en/2022-agilent-esg-report.pdf
https://www.agilent.com/en/product/gas-chromatography-mass-spectrometry-gc-ms/gc-ms-instruments/why-hydrolnert-source
https://www.agilent.com/en/product/gas-chromatography-mass-spectrometry-gc-ms/gc-ms-instruments/why-hydrolnert-source
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持続可能な製造とは、環境に対する悪影響を最小化すると同時に、エネルギーや天然資源を保全する
プロセスを通じて製品を生み出すことです。また、従業員、コミュニティ、製品安全性も向上させます。

アジレントの GC および GC/MS システムは、世界各国の施設で製造され、発送されています。これら
の各施設はアジレントとお客様との距離を縮めるのに役立ち、グローバルな物流に伴う二酸化炭素排出
量を最小限に抑制します。 

また、アジレントの施設は電気や水の節約のために変化しており、環境的責任に向けて継続的に取り組
んでいます。以下のような成果を上げています。

– 2015 年以降、1 年あたりほぼ 3,000 トンの温室効果ガス排出量が相殺

– 2014 年以降、施設の二酸化炭素排出量が 11 % 削減

– 2019 年の時点で固形廃棄物の 85 % が埋め立てを回避

環境保護を見据えた  
GC および GC/MS の製造

中国の上海にある製造工場に設置された太陽光発電システムにより、1 年あたり 
245 トンの二酸化炭素が相殺されています。

持続可能な製造に関する 
リソースはこちら ビデオ：

アジレントがネットゼロに取り組む 
理由

アジレントの ESG プログラムのバイ
スプレジデント兼責任者である Neil 
Rees が、ネットゼロへの取り組みが、
どのようにアジレントの中核事業の目
標と合致するのかについて説明します。

紹介ページ：
アジレントのネットゼロへの取り組み

2050 年までに温室効果ガスの排出量
ネットゼロ（実質ゼロ）を目指したア
ジレントの取り組みをご覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=GxOLkbh5yYg
https://www.youtube.com/watch?v=GxOLkbh5yYg
https://www.agilent.com/about/companyinfo/sustainability/
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My Green Lab との協力で 
持続可能性の文化を構築

My Green Lab は、科学研究における持続可能性の向上に取り組む非営利組織です。「科
学者による科学者のための」運営を基盤とする My Green Lab は、基準を作成し、それら
の施行を監視し、科学コミュニティ全体において行動の変化を促しています。 

この重要な取り組みを支援するために、アジレントは My Green Lab と協力していま
す。特に、同組織の ACT ラベル（Accountability = 説明責任、Consistency = 整合性、
Transparency = 透明性）の取得に向け、一部の GC および GC/MS 機器と診断ツール
の独立監査を受けるよう努めています。 

ACT ラベルには、製品とそのパッケージの製造、使用、廃棄が環境に与える影響に関する
情報が記載されています。したがって、購入者は、選択した機器の環境上の持続可能性に
ついて、より多くの情報に基づいて購入を決めることができます。
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My Green Lab のリソースを見る

アジレントと My Green Lab との 
パートナーシップに関するプレスリリース：

アジレント、My Green Lab の 
「Transformative Level」のスポンサーおよび  
My Green Lab 認証プログラムのスポンサーとなった 
初の企業に

アジレント、My Green Lab とのスポンサーシップ契約を
締結

ウェブサイト：

My Green Lab

My Green Lab によって検証されたアジレントの 
持続可能なラボソリューション 

ACT ラベルについて
ACT ラベルは、持続可能性に関するカテゴリにおいて、製品がどのように評価されているかを示
すものです。食品栄養表示と同じように、複数の要素について、透明性が高く、簡単に理解できる
指標となります。

地域ラベルは、製品が販売されている地域（米
国、欧州、英国）ごとに、配送と耐用年数を通
じた影響の差異を示します。測定単位は該当地
域に基づきます。

数値は実際の 1 日の消費量を示
し、機器のみに適用されます。

1 から 10 のスケールで評価されます。環境への影
響について、1 は最小、10 は最大を表します。

数が小さいほど、環境への総体的な影
響が低いことを示しています。

このカテゴリは 
「はい」または 
「いいえ」のどちらか
です。 

https://www.agilent.com/newsjp/presrel/fy2022/ca01_my_green_lab.shtml
https://www.agilent.com/newsjp/presrel/fy2022/ca01_my_green_lab.shtml
https://www.agilent.com/newsjp/presrel/fy2022/ca01_my_green_lab.shtml
https://www.agilent.com/newsjp/presrel/fy2022/ca01_my_green_lab.shtml
https://www.agilent.com/about/newsroom/presrel/2020/22apr-ca20013.html
https://www.agilent.com/about/newsroom/presrel/2020/22apr-ca20013.html
https://www.mygreenlab.org/
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007779
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007779
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ACT 基準を満たすアジレントのインテリジェント GC および 
GC/MS システムの性能
アジレントのインテリジェント GC および GC/MS ポートフォリオの主要機器は、ACT 評価後に優れたスコアを獲得しています。  
下記のラベルは米国の市場を表しています。記載のリンクから、他の地域のラベルも参照できます。

Agilent 8860 GC システム

品質、信頼性、性能を兼ね備え、予定外の修理を最小
限に抑えて最大限の稼働時間を実現する革新的な GC 
システムです。従来のシステムよりも、さらに幅広い
ルーチン GC アプリケーションに最適です。 

すべての地域の ACT ラベルを見る

Agilent Intuvo 9000 GC システム

Intuvo は、高精度データの迅速な取得に影響を及ぼす
予定外のダウンタイム、面倒なカラム交換、分析サイク
ル時間を劇的に低減します。機器、消耗品、ソフトウェア、
サービスを統合して、新たな可能性を広げる革新技術を
ラボにもたらします。

すべての地域の ACT ラベルを見る

Agilent 8890 GC システム

高度で複雑な設定が可能な 8890 GC では、設定情報の
確認、問題のトラブルシューティング、リークのチェック、
カラムのバックフラッシュ、サンプル分析の一時停止や開
始など、メソッドの作成や編集を時間と場所を問わず実行
できます。 

すべての地域の ACT ラベルを見る

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005474
https://actdatabase.mygreenlab.org/products/36464bd0-e39d-46bb-9dfa-9c91ba0822c9
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004445
https://actdatabase.mygreenlab.org/products/ae146fc3-e377-4a46-ae83-5a61f6ff8931
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005473
https://actdatabase.mygreenlab.org/products/bbb5ac34-640e-4f2c-aaa9-9b083e1993e0
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Agilent CrossLab CS：ADM フローメータおよびリークディテクタ 
フローメータとリークディテクタを 1 台で使い分けることが可能になりました。Agilent CrossLab カートリッジシステム
（CS）では、2 つの重要な GC 流路モニタリング機器が 1 つに統合されています。 

–  電子 GC リークディテクタはリークを検出するとともに、チューブやフィッティングの気密性をチェックし、ラボや施設
全体で水素、窒素、ヘリウムなどのガスを節約します。 

–  ADM フローメータはガスストリームを測定し、流量を提示します。カートリッジ設計により輸送費を最小限に抑えて
コンプライアンスを実現し、１ 台のハンドヘルドシステムで電子廃棄物を削減できます。

すべての地域の ACT ラベルを見る

Agilent 5977C GC/MSD システム
より優れた GC/MSD の成果を実現し、事業展望を向上させま
す。新しい生産性向上技術が搭載された 5977C は、日々の分
析で高い性能を発揮します。したがって、ビジネスの価値を高め
るタスクに取り組むことができます。

すべての地域の ACT ラベルを見る

Agilent 7000E GC/TQ システム
これまでで最も成功した GC/MS/MS ファミリの最新製品である 
Agilent 7000E トリプル四重極 GC/MS は、優れた堅牢性によ
り、求められている成果を提供します。信頼性の高いルーチン分
析のために、コスト効率に優れたこのシステムは最適な選択肢
です。

すべての地域の ACT ラベルを見る

Agilent 7010C システム

EI モードでアトグラムレベルの検出が可能になりました。Agilent 
7010C は最も高感度の GC/TQ システムです。リファレンス化合
物導入バルブにより、EPA のメソッド検出下限を満たしつつ、環境
中のダイオキシンの分析を簡易化できます。

すべての地域の ACT ラベルを見る

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006936
https://actdatabase.mygreenlab.org/products/bd43900b-0364-4ec9-90c8-ed5140d5aeae
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007073
https://actdatabase.mygreenlab.org/products/0011a01c-dd39-4036-82e7-199d288bd70b
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007074
https://actdatabase.mygreenlab.org/products/85b059f0-a747-42d7-b7b9-2511f819f7f9
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007075
https://actdatabase.mygreenlab.org/products/97e9a706-aa70-4611-873f-913cd8ebba2a
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リソース使用、廃棄物、化学物質を削減する 
インテリジェント GC の機能
GC および GC/MS 分析では、大量のエネルギーやガスなどのリソースが消費され、溶媒やポンプオイルなど
の廃棄物が発生します。アジレントは、革新的技術をインテリジェント GC システムに組み込むとともに、古い
機器を交換する際に環境への影響を低減するよう支援することで、この問題に対処しています。

国際的なヘリウム不足の影響を最小化
ガスセーバおよびヘリウム切替スイッチ

アジレントのガスセーバのみで、ヘリウムキャリアガスのトータル流量を 50 % 以上削減できます。ガスセーバとヘリウム切替
スイッチを組み合わせることで、ヘリウムを大幅に節約し、運用コストを削減できます。 

ヘリウム切替スイッチは、アイドル時間中にキャリアガスの供給を自動的にヘリウムから窒素に切り替えます。それにより、スタ
ンバイ中は流路の不活性度とシステムの温度を維持します。

エレクトロニックニューマティクスコントロール（EPC） 

分析のやり直しと必要なリソースを最小限に抑制します。アジレントのインテリジェント GC 機器にはコアマイクロチャネルベー
スの EPC が搭載されており、微粒子、水、オイルなどのガス汚染物質から機器を保護できます。したがって、より優れた結果
を取得でき、再分析の必要が少なくなります。

HydroInert GC/MS イオン源および水素センサモジュールシリーズ 2 

Agilent GC および GC/MS システムでは、再生できない資源であるヘリウムの代替キャリアガスとして、水素を使用できます。

HydroInert は革新的な GC/MS イオン源で、水素キャリアガスを使用しつつ、クロマトグラフィー上の難問を減少するように
最適化されています。水素センサモジュールが、流路リーク由来の可能性がある、GC カラムオーブン内の水素レベルをモニタ
リングします。適切にキャリブレーションされている場合、オーブン内の H2 レベルが 1 % に達する前に、モジュールがすべて
の水素ガスフローをシャットダウンします。このレベルは、危険となる制限値をはるかに下回っています。

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006978
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006977
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ラボのエネルギーおよびガス消費量を削減
ダイレクトカラムヒーティング 
Agilent Intuvo 9000 は超高速で効率的なダイレクトヒーティングシステムを採用しているため、従来の GC の半分以下の消
費電力で済みます。また、ラボに放出される熱エネルギーも大幅に低減します。 

無害廃棄物を最小限に抑制
高度なメンテナンスフィードバック（EMF）
早めに消耗品を廃棄する必要はありません。EMF カウンタが一般的な消耗品をモニタリングし、交換が必要な正確なタイミン
グを通知します。  

スマートキー
勘に頼ることなくカラム交換のタイミングを把握できます。スマートキー付きのガスクロマトグラフィーカラムが、カラムの使用
状況、構成、使用年数、温度、注入回数に関する情報を提供します。  

危険廃棄物の削減
インテリジェント GC の機能
GC インテリジェンスおよび自動トラブルシューティングが問題を検知し、サンプルが無駄になる前に機器を停止します。つまり、
余分なリソースが消費される、再抽出や再分析の必要性を最小限に抑制できるということです。  

–  Agilent CrossLab バーチャルテクニカルサポート 
最新のビデオコミュニケーションツールを用いてリモートでライブのテクニカルサポートを受け、オンサイトサービスコールに
関連する排出ガスを最小限に低減できます。 

–  特定有害物質使用制限（RoHS）コンプライアンス  
アジレントの GC システムとオートサンプラはすべて RoHS 準拠です。つまり、許容量を超える特定有害物質は含まれていま
せん。 

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004445
https://www.agilent.com/en/video/smart-alerts-emfs
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006369
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005640
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機器を廃棄せず再生
アジレント認定整備済機器
アジレント認定整備済機器は、手ごろな価格で新品のような性能、信頼性、速度を提供します。12 か月間の保証付きであるため、
信頼性の高い性能が長期にわたり確保されます。

アジレントの下取り・買取りプログラム
遊休機器はお持ちでしょうか？アジレントの下取り・買取りプログラムでは、お客様の古いクロマトグラフィー、MS、および分光分
析システムに対して、現金またはクレジットを提供します。（＊日本では未対応のプログラムです。） 

アジレントバリュープロミス 
アジレントの機器は最低 10 年間の使用可能期間が保証されており、適切なケアとメンテナンスにより 20 年にわたり使用できます。

How2Recycle プログラム 
アジレントのパッケージの標準化された How2Recycle ラベルには、リサイクルに関する説明が明記されています。

インテリジェント GC  
および GC/MS リソースを見る

ホワイトペーパー：  
ガスクロマトグラフィーの革新による収益向上

オンデマンドウェビナー：  
インテリジェント GC システム：リモート操作および GC の 
これから

インフォグラフィック：  
Agilent CrossLab Smart Alerts：的確な情報に基づいた 
機器メンテナンス 

ポスター：  
GC/MS のベストプラクティス

エネルギー節約およびガス管理機能が搭載
されたインテリジェント GC を入手する方法
は、1 つではありません。アジレントのファ
イナンシャルソリューションの詳細をご覧く
ださい。（＊日本では未対応のプログラムも
含まれます）

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004241
https://www.agilent.com/en/services/certified-pre-owned-instruments/instrument-trade-in-buyback-program
https://www.chem-agilent.com/pdf/brochure-agilent-value-promise-5991-1491ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/about/newsroom/presrel/2022/07nov-ca22033.html
https://www.chem-agilent.com/pdf/low_5991-7833JAJP.pdf
https://webinar.sepscience.com/form/intelligent-gc-systems-remote-operations-and-the-future-of-gc
https://webinar.sepscience.com/form/intelligent-gc-systems-remote-operations-and-the-future-of-gc
https://www.chem-agilent.com/pdf/5994-0831JAJP_Rev.7.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/5994-0831JAJP_Rev.7.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/posters/public/poster-gc-ms-best-practices-5994-5343en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/en/technology/agilent-financial-solutions
https://www.agilent.com/en/technology/agilent-financial-solutions
https://www.agilent.com/en/technology/agilent-financial-solutions
https://www.agilent.com/en/technology/agilent-financial-solutions


安全で持続可能なラボは生産的なラボ 
ラボは、ほんの数年前には想像もしなかった難題に直面しています。生産性を落とさな
いために、可能な限り強みを活用しなければなりません。このような状況だからこそ、
環境・健康・安全（EHS）の高い基準を維持することが、賢明な経営判断となります。 

ラボの生産性に最も影響を及ぼす EHS の問題とは？その回答を得るために、アジレン
トは世界中の 300 人以上のラボマネージャを対象に調査を行いました。

調査の概要を一目で確認できるインフォグラフィックをダウンロードしてご参照ください。

To find out, SelectScience asked 387 lab managers in diverse industries to tell us how environment,  
health, and safety (EHS) factors impacted their labs. Here’s what we discovered:

For the full results, download our white paper

What EHS Issues Do Lab Managers Worry About Most?

Agilent InfinityLab products  
for ergonomics

Flex Bench

InfinityLab fittings

Quick Change inline filter

Easy-grip solvent bottles

are concerned about  
repetitive work

93%

Agilent InfinityLab products  
for chemical safety

Slim solvent bottles

Stay Safe caps

Stay Safe purging bottle

Well plates with sealing mats

worry about  
chemical vapors

84%

Agilent InfinityLab products for 
environmental stewardship

Greener Lab

Less solvent usages

Oil-free pump

want to do their part  
for our planet 

53%
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Agilent InfinityLab products  
for electrical safety

 Leak sensors

Waste funnels

Flex Bench MS

LC/MS ion source

consider fire safety  
a priority

38%

ホームページ
www.agilent.com/chem/jp
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